
学
校
給
食
無
償
化
の
現
状

保
護
者
の
要
請
、
子
育
て
支
援
と
し

て
学
校
給
食
無
償
化
を
実
施
し
た
地
方

公
共
団
体
も
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
・

中
学
校
と
も
に
無
償
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
76
団
体
で
全
体
の
4.

4
％
（
文
部

科
学
省｢
令
和
3
年
度
学
校
給
食
実
施
状

況
等
調
査｣
）
と
ま
だ
少
数
で
す
。
実
施

に
踏
み
切
れ
な
い
背
景
に
は
、
人
件
費

や
食
材
費
等
の
財
政
負
担
が
あ
り
ま
す
。

北
九
州
市
で
は
、
市
民
の
要
請
に
応

え
、
６
月
市
議
会
で｢

学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
求
め
る
意
見
書｣

が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
費
無
償
化
や

給
食
の
質
の
向
上
を
求
め
る
市
民
団
体
、

｢

学
校
給
食
の
無
償
化
を
め
ざ
す
会｣
が

７
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

｢

公
会
計
化｣

で
負
担
軽
減
を

北
九
州
市
で
は
給
食
費
等
の
学
校
徴

収
金
の
未
納
世
帯
へ
の
対
応
は
教
員
が

行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
教

員
が
多
忙
化
す
る
な
か
、
事
務
職
員
や

事
務
補
助
員
が
対
応
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。

給
食
費
だ
け
で
な
く
学
校
徴
収
金
の

徴
収
・
管
理
は
教
職
員
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
が
給
食
費
を

徴
収
す
る
こ
と
に
よ
る
保
護
者
と
の
ト

ラ
ブ
ル
対
応
も
大
き
な
負
担
で
す
。

全
教
北
九
州
は
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
と
し
て
、
給
食
費
等
の
学
校
徴
収
金

を
地
方
公
共
団
体
が
行
う｢

公
会
計
化
」

の
早
期
実
施
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

公
会
計
化
と
公
教
育
の
無
償
化
は
、

地
方
公
共
団
体
が
国
よ
り
先
行
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
な
施
策
で
す
。
学

校
給
食
無
償
化
と
学
校
徴
収
金
の｢

公
会

計
化｣

を
求
め
る
声
を
職
場
か
ら
あ
げ
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
黄
金
町
商
店
街
で

「
私
た
ち
は
教
え
子
を
再
び
戦

場
に
送
り
ま
せ
ん
」
と
書
い
て

あ
る
手
作
り
の
横
断
幕
を
持
ち
、

憲
法
9
条
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
頑
張
っ
て
ね
」
「
平
和
が
大

切
よ
ね
」
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
の
戦

争
が
終

わ
っ
て

ほ
し
い

よ
ね
」

な
ど
の

声
が
聴

か
れ
ま

し
た
。

２０２３年８月２９日 新聞 全教北九州 ( 1 )
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北
九
州
で
も
学
校
給
食
の
無
償
化
を
も
と
め
る
運
動
が
は
じ
ま
る

学
校
給
食
無
償
化
は
、
子
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
な

か
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
栄
養
の

あ
る
給
食
を
喫
食
で
き
る
よ
う
に
す
る
運
動
で
す
。
北
九
州
市
で
は
６
月

議
会
で｢

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書｣

が
可
決
、
７
月
に
は
、

｢

学
校
給
食
の
無
償
化
を
め
ざ
す
会｣

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

学校給食の無償化と併せて学校徴収金の公会計化を

小
倉
連
隊
区
司
令
部

（
小
倉
北
区
）

連
隊
区
司
令
部
は
、
全

国
の
歩
兵
連
隊
所
在
地
ま

た
は
そ
の
近
隣
地
に
設
置

さ
れ
、
陸
軍
の
徴
兵･

召
集

等
の
兵
事
事
務
と
在
郷
軍

人
の
指
導
を
司
り
、
連
隊

区
司
令
官
以
下
十
数
人
が

勤
務
す
る
役
所
で
し
た
。

召
集
令
状
は
連
隊
区
司
令

部
が
発
出
し
、
市
町
村
の

兵
事
係
が
手
渡
し
で
届
け

て
い
ま
し
た
。

｢

小
倉
連
隊
区
司
令
部｣

は
１
８
８
８
年｢

小
倉
大
隊

区
司
令
部｣

と
し
て
城
内
に

開
設
、
陸
軍
の
規
模
拡
大

に
伴
い
96
年
に｢

小
倉
連
隊

区
司
令
部｣

に
改
組
さ
れ
ま

し
た
。
庁
舎
は
廃
止
時
に

は
、
旧
第
12
師
団
司
令
部

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

管
轄
区
域
は
何
度
か
変
更

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
は
現
在
の
下
関
市
、
北

九
州
市
、
行
橋
市
、
田
川

市
、
京
都
郡
、
築
上
郡
、

田
川
郡
、
遠
賀
郡
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
４
２
年
、

１
県
１
連
隊
区
制
に
よ
り

｢

久
留
米
連
隊
区
司
令
部｣

と
と
も
に｢

福
岡
連
隊
区
司

令
部｣

に
統
合
さ
れ
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
は
城
内
に
門
柱
だ

け
が
あ
り
ま
す
。
（
「
第

12
師
団
司
令
部
の
門
柱
」

の
こ
と
で
す
。
）

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
で
核
兵
器
に
よ
る

威
嚇
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
核
兵
器
の
配

備
な
ど
で
世
界
か
ら
批
判
を
浴
び
て
い

ま
す
。
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、

２
０
２
１
年
に
発
効
し
た｢

核
兵
器
禁
止

条
約｣

に
参
加
せ
ず
、
５
月
の
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
核
抑
止
論
を
前
提
と
す
る｢

広

島
ビ
ジ
ョ
ン｣

を
発
表
し
批
判
を
浴
び
ま

し
た
。
核
兵
器
の
全
面
禁
止
・
廃
絶
を

求
め
る
声
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界

に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

｢

核
兵
器
の
な
い
世
界｣

実
現
の
た
め
、

今
年
も
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

核
兵
器
廃
絶
、
世
界
大
会
成
功
を
地
域

に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
広
島･

長
崎
を
め

ざ
す
「
２
０
２
３
年

原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
大
行
進
」
が
７
月
に
福
岡
県
内

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
教
北
九
州
は

７
月
17
日
、
北
九
州
市
内
の
行
進
に
参

加
し
、
平
和
な
世
界
の
実
現
を
宣
伝
し

ま
し
た
。

「
２
０
２
３
年
原
水
爆
禁
止
国
民
大
行
進
」
に
参
加

核
兵
器
使
用
の
威
嚇
、
核
兵
器
の
配
備
に
抗
議
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
も
と
め
よ
う

教え子を再び戦場に送らない！「ゆかたで行動｣



加
配
の
趣
旨
は
実
現
で
き
た
か

「
先
読
み
加
配
」
制
度
は
、
引
継

ぎ
の
円
滑
化
、
産
・
育
休
取
得
へ
の

安
心
感
等
や
産
前
の
教
員
の
身
体
へ

の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
非
常
に

有
益
な
制
度
で
す
。
し
か
し
、
23
年

度
の
実
施
は
、
小
学
校
９
校
、
中
学

校
５
校
の
計
14
校
と
、
制
度
の
趣
旨

の
実
現
に
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

加
配
教
員
の
負
担
増
と
公
平
性
の
確

保
に
問
題

今
年
度
は
加
配
定
数
の
総
数
を
増

や
さ
ず
、
代
替
者
に
は
少
人
数
指
導

や
児
童
生
徒
支
援
加
配
等
の
加
配
教

員
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
配
教
員
が
、
産
・
育
休
代
替
教

員
と
し
て
だ
け
で
な
く
そ
れ
ま
で
の

少
人
数
指
導
や
支
援
加
配
等
の
仕
事

を
兼
務
す
る
二
刀
流
の
働
き
方
で
よ

り
多
忙
に
な
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
実
施
す
る
学
校
と
実
施
し

な
い
、
で
き
な
い
学
校
が
で
き
る
こ

と
は
、
公
平
性
の
点
か
ら
問
題
が
あ

り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
適
正
な
申
告
を

今
後
、
国
の
予
算
措
置
が
行
わ
れ

て
も
、
教
員
不
足
の
な
か
十
分
な
代

替
教
員
が
確
保
で
き
る
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、

教
育
委
員
会
に
は
、
文
部
科
学
省
に

対
し
て
適
正
な
加
配
措
置
数
を
申
告

し
、
す
べ
て
の
産
・
育
休
取
得
者
の

代
替
教
員
配
置
が
実
現
で
き
る
よ
う

求
め
ま
す
。

２０２３年８月２９日 新聞 全教北九州 ( 2 )

す
べ
て
の
産･

育
休
取
得
者
に
代
替
教
員
を

「
教
員
不
足
」
改
善
の
た
め
、
産
休
や
育
休
の
代
替
教
員
を
４

月
当
初
（
前
年
度
末
ま
で
に
産
休
・
育
休
に
入
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確

実
な
教
員
）
か
ら
配
置
で
き
る
よ
う
に
加
配
の
運
用
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
（
22
年
12
月｢

新
聞
全
教
北
九
州｣

既
報
）
。
こ
れ
に
よ
り
、

年
度
途
中
に
学
級
担
任
が
正
規
教
員
か
ら
代
替
教
員
に
切
り
替
わ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
産
・
育
休
に
入
る
前
か
ら
代
替
教
員
を

配
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

｢

先
読
み
加
配｣

は
実
現
し
た
が
十
分
と
は
言
え
な
い

半
歩
前
進
、
人
事
院
勧
告

人
事
院
は
８
月
７
日
、
２
０
２
３

年
度
の
国
家
公
務
員
給
与
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
よ
う
国
会
と
内
閣
に
勧

告
し
ま
し
た
。
若
者
の
国
家
公
務
員

離
れ
が
進
む
な
か
、
賃
金
と
働
き
方

の
改
善
を
半
歩
前
に
進
め
る
勧
告
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
勧
告
が
実
施
さ
れ
る
と
、
月

給
は
平
均
３
８
６
９
円
の
引
き
上
げ

と
な
り
、
過
去
５
年
の
平
均
と
比
べ

約
10
倍
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
な
り
ま

す
。
期
末
・
勤
勉
手
当
は
０
．
１
カ

月
分
（
年
４
．
５
カ
月
分
に
）
引
き

上
げ
る
勧
告
で
し
た
。
ま
た
、
初
任

給
は
大
卒
で
１
万
１
０
０
０
円
、
高

卒
で
１
万
２
０
０
０
円
増
や
す
な
ど
、

若
年
層
を
重
点
に
引
き
上
げ
る
よ
う

勧
告
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
在
宅
勤

務
手
当
新
設
も
盛
り
込
む
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
処
遇
改
善
の
方
向
性

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

公
務
員
離
れ
を
改
善
で
き
る
か‼

若
者
の
国
家
公
務
員
受
験
者
の
増

加
や
離
職
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
多

様
な
働
き
方
の
実
現
を
探
る
内
容
も

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
働
き
方
改
革

の
報
告
で
は
、
選
択
的
週
休
３
日
制

の
導
入
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の

確
保
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に

す
る
制
度
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
働
き
方
の
多
様

性
へ
の
方
向
性
で
は
、
国
家
公
務
員

が
敬
遠
さ
れ
る
現
状
に
歯
止
め
を
か

け
る
の
は
困
難
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
の
使
命
感
を
逆
手
に
と

り
処
遇
改
善
を
行
わ
な
い
「
や
り
が

い
搾
取
」
を
変
え
、
国
家
公
務
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
施
策
の

実
行
が
急
務
で
す
。

教
職
員
も
働
き
方
に
見
合
っ
た
処
遇

の
改
善
は
急
務‼

教
職
員
の
現
状
も
「
教
員
離
れ
」

「
教
員
不
足
」
「
離
職
」
な
ど
国
家

公
務
員
の
状
況
と
あ
ま
り
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
７
月
の
北
九
州
市
人
事

委
員
会
と
の
会
見
で
は
、
そ
れ
ら
の

背
景
と
な
っ
て
い
る
賃
金
等
の
処
遇

の
悪
さ
や
改
善
さ
れ
な
い
長
時
間
過

密
労
働
な
ど
教
育
現
場
の
困
難
さ
を

共
有
し
、
必
要
な
改
善
策
の
実
行
を

要
請
し
ま
し
た
。

ど
う
な
る
今
年
の
勧
告

今
年
の
人
事
委
員
会
勧
告
は
、
仕

事
に
見
合
っ
た
処
遇
改
善
や
教
職
員

の
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
「
や
り
が
い
」
の
あ
る
労
働
環
境

を
整
え
る
よ
う
な
勧
告
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。

北
九
州
市
人
事
委
員
会
に
は
、
人

事
院
勧
告
に
倣
い
給
与
や
働
き
方
の

改
善
に
向
け
た
勧
告
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

人
事
院
勧
告

若
年
層
を
重
点
に
大
幅
な
給
与
引
き
上
げ
な
ど
処
遇
改
善
を
明
確
化

兼
務
な
ど
に
よ
る
多
忙
化
の
問
題
な
ど
職
場
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
ぜ
ひ
全
教
北
九
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

職
場
の
環
境
整
備･

待
遇
改
善
な
ど
労
働
条
件
改
善
の
運
動
に
活

用
い
た
し
ま
す
。

教
職
員
の
み
な
さ
ま
へ
お
ね
が
い

北
九
州
市
人
事
委
員
会
も
処
遇
改
善
を
明
確
に
し
た
勧
告
を
！

７
月
26
日
、
文
部
科
学
省
前
で
、

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）
、
教

組
共
闘
連
絡
会
、
子
ど
も
全
国
セ
ン

タ
ー
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
全
国
ネ
ッ

ト
主
催
に
よ
る
「
え
が
お
署
名
提
出

行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
で

は
、
各
地
域
を
代
表
し
て
５
つ
の
組

織
か
ら
、
学
校
現
場
の
様
子
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

全
教
北
九
州
も
北
九
州
市
の
状
況

を
発
表
し
ま
し
た
。
35
人
学
級
で
は

教
室
の
通
路
が
狭
く
机
間
巡
視
も
や

り
に
く
い
こ
と
、
教
員
未
配
置
の
実

態
、
特
別
支
援
学
級
の
定
員
８
人
で

は
８
通
り
の
指
導
を
準
備
す
る
こ
と

に
な
り
、
教
員
に
も
子
ど
も
た
ち
に

も
負
担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
国
の
予
算
で
教
育
条
件
整
備
を

進
め
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

「
え
が
お
署
名
」
約
８
万
筆
を
文
部
科
学
省
に
提
出

教
育
予
算
を
ふ
や
し
て

か
が
や
け
！
み
ん
な
の
え
が
お


